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は　じ　め　に

　昨年の中海における付着物調査（1994.7月～同年９月）により、サルボウ稚貝の発生が確認された。

これにより親貝の生息が確認され、天然採苗実施の可能性が示唆された。そこで今年度は稚貝付着の分布

域、付着時期について調査を実施した。

材料と方法

天然様苗器

　宍道湖では平成４年からヤマトシジミの天然採苗試験が実施されており、現在では宍道湖漁業協同組合

による天然採苗事業も始まっている。今回の調査においてはこのヤマトシジミ天然採苗器の構造を基に採

苗器を作成した（図１）。

浮子

採苗器

!./“

図１．サルボウ天然採苗試験施設概念図

野外調査

　調査地点：５定点を設定して調査した（図２）。この際、うち１点については中海漁業協同組合との共

　　　　　同調査地点として、施設管理や取り上げ作業などを漁協中心の調査事業とした。残り４点は水

　　　　　産試験場三刀屋内水面分場の漁場環境基礎調査の定点に合わせて設定した。これらの地点それ

　　　　　ぞれに採苗施設を設置し、付着時期とその盛期および付着密度の空間的分布とその推移を把握

　　　　　し、繁殖時期および繁殲滅を推定することを目的とした。

　　　　　　中海漁協との協同調査地点における調査期間は６月（6/9～6/24）から11月（H/4～12/5）

　　　　　までとし、その他の４地点は７月（6/9～6/24）から日月（H/4～12/5）とした。各月で採苗
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器を１ヵ月浸漬したのち取り上げ、採苗器１袋の内側に付着したサルボウ稚貝を取り出し、計

数・殼長測定を行った。

｜　　　　　　　　　＿__.」

図２．サルボウ天然採苗試験地点図
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図３．調査スケジュール

今年度の結果

卜四回

７月から11月までの他の４定点における１ヵ月浸漬での採苗個体数を深度別に表１に示す。
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表１ 中海東西断面におけるサルボウ稚貝付着状況と水圏環境

大　海　崎　沖 中海湖心部 米子空港沖
サルポウ付着個体数 水　深　ｍ サルボウ付着個体数 水　深　ｍ サルポウ付着個体数 水　刄　ｍ

月／浪漫期間 -1 -2 -3 -4 月／浪漫期間 -| -2 -3 -4 -S 月／漑浸期間 －1 -2 -1 -4 -S

６月/19-S.24 ６月/＆9-a 24 ６月/＆9-124
７月/a24-7.26 ０ ０ ０ ０ ７月/a 24-7.28 ０ ０ ４ ０ ７月/1 24-7.28 ０ ０ ０ ０ ０

８月/7.28-&26 ０ ０ １ ０ ８月/7.2a-&26 ０ ０ ２ ０ ８月/7.28-&26 ０ ０ ０ ０ ０

９月/&26-la 3 ０ ４ 40 ０ ９月/a z6-10, 3 ０ Z8 94 ０ ９月/1 2s-la3 ０ ０ S7 ０ ０

10月/la 3-n. 3 10 S6 300 ０ 10月/la 3-11.3 ６ IS 133 S48 10月/la3-||.3 ０ ２ 100 160 ０

11月/11.3-IZ.4 Ｄ ０ ０ ０ 11月/11.3-12.4 ０ ０ ０ ０ 11月/11.3-12.4 ０ ０ ０ ０ ０

溶存酸素％ 瀋存酸素％ 溶存酸素％

月 -1 -2 -3 -4 月 -| -2 -3 -4 -S 月 －| -2 -3 -4 -5

７月 98 a6 86 22 ７月 101 99 93 S4 2S ７月 ll8 98 66 32 ４

８月 108 94 42 Ｓ ８月 104 103 102 36 ２ ８月 9S 98 98 32 ２

９月 82 64 51 44 ９月 86 8S 80 24 22 ９月 a6 a7 87 79 Ｓ

10月 95 91 75 石9 10月 ICO 100 81 46 46 10月 96 102 94 67 42

ｎ月 94 94 93 ao 11月 89 a& Sa 88 87 11月 9S 9S 94 94 94

塩分　ＰＳＵ 塩分　ＰＳＵ 塩分　ＰＳＵ

月 -| -2 -3 -4 月 -1 -2 -3 -4 －５ 月 -1 -2 -3 -4 -S

７月 14,7 17.3 19.7 2右 ７月 13.S 17.＆ 1＆a 25.5 30.1 ７月 11.9 ｌｌｌ 21.7 27.1 30

８月 13,2 IS.6 20.9 26.6 8月 １１ 11.6 ＩＳ Ｓ 24,4 28.8 ８月 8.9 １９ ＆９ 26.2 27.8

９月 加，１ 21 22.9 23.8 ９月 17.6 |&右 防ａ 2S.2 27.3 ９凡 18.7 ｌｌｌ ｌｌ７ 2a2 27.9

10月 la,5 19.3 20 20.4 10月 18 i＆5 １９ 24､4 25 10月 17.6 17.７ 18 19.5 27､8

11月 23､9 23.6 24 24.8 ||月 23.1 21 1 Z3.1 23.1 23.3 11月 22 22 22 22 22.4

水温℃ 水温℃ 水温℃
月 -| -2 -3 -4 月 -1 -2 -3 -4 -S 月 -1 -2 -3 -4 -5

７月 24.S 24.S 24.5 24.4 ７月 24.5 ２４５ 24.5 ２１２ 20 5 ７月 24.6 23.9 218 21.3 §9.6

８月 2＆4 27.9 26.1 24.8 ８月 2a.s ２１４ 28 ２１７ 23 8 ８月 28.S 2&S 2&5 2&S 23.3

９月 27.6 27.6 28 2＆2 ９月 27､3 27.3 27.7 27.9 28 ９月 26.9 26.9 Z7.1 27.3 27.3

10月 22.3 22.4 22.4 22.5 10月 22、1 21.9 Z2.Z 22.6 ２１６ 10月 21､6 21.6 21.6 21.8 22.B

11月 16.4 164 16.4 17.1 11月 16,1 16.1 16.1 16.1 la3 11月 15.6 ほ６ ほ６ 15.5 IS.7

湖心部では深度３ｍで７月に４個体、８月に２個体の付着が認められ、９月には急激に増加して94個体、

深度２ｍでも28個体が付着していた。さらに10月には付着の深度範囲はさらに広がり、１ｍから５ｍまで

に付着が見られ、それぞれ６個体、15個体、133個体、148個体、２個体であった。しかし、11月にはどの

深度でも付着が全く見られなくなった。

　大海崎沖では深度３ｍで８月に１個体の付着であったものが、９月には40個体、深度4mでも３個体が

付着し、10月には付着範囲が深度１ｍ～４ｍに広がりそれぞれ10個体、56個体、300個体、３個体が付着

した。しかし、湖心部と同様に11月には全く付着は見られない。

　米子空港沖では７～８月には付着が認められないが、９月に深度３ｍで57個体、10月には深度１～５ｍ

までの範囲に付着しそれぞれ1個体、２個体、100個体、160個体、３個体であった。11月には湖心部、大

海崎沖と同様に付着が全くなくなった。

　中海漁協沖の定点では、6月にはサルボウ稚貝の付着は全く見られないが、７月から８月にかけて深度

３ｍでそれぞれ２個体、３個体の付着が認められた。しかし9月以降は再びどの深度でも認められなくな

った。

　馬渡港沖では調査期間中サルボウ稚貝の付着は全く見られなかった。

稚貝の深度別付着状況

　図４に７月から10月までの大海崎沖、湖心部、米子空港沖のサルボウ付着稚貝の殼長組成を水深別に示

した。ここに示したのは調査期間中を週じて付着稚貝個体数の多かった地点で、非常に少なかった中海漁

協沖と全く付着が見られなかった馬渡港沖、およびどの地点でも付着の見られなかった日月のデータにつ

いては割愛した。
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　総じて、いずれの深度でも８月までは付着が少なく、９月から急激に増加した。付着密度の中心は９月

まではどの地点でも水深３ｍで、この深度に集中している。９月までは４ｍ以深になるとどの地点でもサ

ルボウの付着はほとんどなく、取り上げの際の目視によればそれ以外の生物もユウレイボヤのみが付着し

ているに過ぎない。10月になると稚貝付着の水深範囲は拡大し、大海端で１ｍ～４ｍ、湖心肺と米子空港

沖では１ｍ～５ｍとなった。l〔〕月の付着密度の中心は、大海崎では９月までと同様に水深３ｍであったが、

湖心肺と米子空港沖では４ｍに移った。また、10月の米子空港沖の水深４ｍにおける付着稚貝の最長組成

は特異的で、他のものよりそのピークは4～6mm小さい。これは付着時期が他より遅かったためであると

思われる。

　図５に今年度の大海崎沖、湖心部、米子空港沖での付着稚貝個体数と水質（水温、溶存酸素、塩分）の

時間的推移を示す。なお、この水質データは水産試験場三刀屋内水面分場による漁場環境基礎調査の定期

水質観測データを使用した。

　いずれの地点でも９月までは水深約４ｍを境に溶存酸素が急激に低下しており、夏季の貧酸素水塊の形

成を示している。サルボウの付着が見られたのはこの貧酸素水塊の上層で、溶存酸素がおよそ30％以下に

なると付着は見られない。10月になるといずれの地点でも水深5mまで溶存酸素は40％以上となり、サル

ボウの付着した水深の範囲も拡大した。サルボウの付着が9月までは4m以浅に限られるのはこれより深い

層の酸素の欠乏に起因すると考えられ、今年度の場合10月以降に付着層の拡大が見られたのは、この時期

に溶存酸素の欠乏が解消されたためであると思われる。

　塩分について、７月から８月には上層に14PSU以下の低塩分の水塊が形成されている。この低塩分の水

塊がある場合にはサルボウの付着は非常に少ない傾向がある。また、1袋当たり100個体以上の密度で付着

が見られた場合の塩分は、およそ18～26PSUであった。昭和30年代の水産試験場旧中海分場の報告によれ

ば、中海におけるサルボウ付着が見られた比重はおよそ10～23c715で、特に多くの稚貝が付着したのはお

よそ16～20（J15であった。これらの比重を塩分に換算すると、前者がおよそ14～31PSU、後者がおよそ22

～27PSUとなる。この知見は今回の結果とほぼ一致しており、サルボウ浮遊幼生は14PSU以上の塩分層を浮

遊して付着し、その好適塩分は今回と以前の調査結果の上限・下限をとって18～27PSUであると考えられ

る。27PSU以上で付着が少なくなるのは、前述の貧酸素による制限によるものと考えられるが、現在のと

ころ塩分による制限が働いているのかは明らかでない。

　水温について、調査期間中は16℃から30℃までの範囲で変動し、７月から10月までは20℃以上で推移し

た。付着の見られた８月から10月は20～30℃の温度で、Ｈ月に16℃台に水温が低下すると付着は見られな

くなる。水産試験場旧中海分場の報告では、サルボウ親貝の産卵は水温18℃以上になると始まり、産卵は

水温の急激な変化（例えば出水による水温低下など）が契機となることを示している（なお同時に、塩分

の急変も産卵を誘発することも示唆している）。このことからサルボウは、水温18℃を下回るようになる

11月にはその産卵期を終えるものと思われる。
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こおけるサルボウ稚貝付着状況と水圏環境の関係

稚貝の地点別付着状況

　今年度の調査において、各層の合計で最も多くの稚貝の付着が見られたのは、432個体の湖心部であっ

た。次いで大海崎沖の414個体、米子空港沖の323個体と続き、中海漁協沖は僅かに５個体、馬鎧港沖では

全く付着が見られなかった。総じて、中海の中央付近を通って東西に縦断する区域に付着が多く、中海の

北部と南部には付着が少ない。

　図６に中海中央東西断面の付着稚貝個体数の推移を示す。９月までは湖心部・３ｍを中心とする付着で

あるが、10月になるとどの地点も密度が高くなり、付着の中心は大海崎沖と米子空港に２極化する。わけ

ても大海崎沖の10月の付着個体数は圧倒的で、深度３ｍでは調査期間中確認された最大の付着密度（１袋

あたり300個体）が記録された。

　このことは中海潮内に複数の産卵場が存在することを示唆しており、

存在している可能性が高い。

少なくとも大海埼近辺に
ｇ産 ll場が

　中海南岸および大根島以北に付着が少ないのは、この近辺に産卵場がないことを示唆すると考えられる

が、湖水の流れ如何で浮遊幼生の付着は変化するため、これについては調査定点を増やし、さらに短い周

期で調査を行う必要がある。
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　昨年度の付着物調査では、１本のロープに万単位のサルボウ稚貝が付着しており、サルポウの生産力が

非常に高いものであることをうかがわせていた。しかしながら今年度は、採苗方法および浸漬期間が異な

るため昨年との単純な比較は出来ないものの、総じて昨年度よりもかなりサルボウ稚貝の付着が少ないと

判断される。

　今年度の調査結果から、サルボウの採苗に際しては特に溶存酸素、塩分の影響を多大に受け、14PSU以

下の低塩分、および約30％以下の貧酸素が制限要因となることが示唆された。昨年の場合、猛暑で渇水の

年であったため、初夏から秋にかけて水温・塩分が例年よりもかなり高く、少なくとも夏季の上層の低塩

分水塊による制限を受けなかったことが今年度よりも多くのサルボウ稚貝が付着した原因と考えられる。

　サルボウ稚貝の付着、すなわち浮遊幼生の分布は湖水の環境要因に大きく左右され年によって大きく異

なる。そして稚貝の付着量および分布は溶存酸素・塩分・水温などの制限要因が緩和する間隙を縫って拡

大すると考えられる。このことは、特に付着時期について、環境要因を細かい周期でモニタリングするこ

とが最適の採苗期間を予見する可能性を示唆する。

　サルボウの中海における産卵場について、今回の調査から単一でなく複数の産卵場が存在する可能性が

示唆された。そして10月に見られた大海崎沖での大量の付着状況から、大海埼沖付近に大きな産卵場があ

ると考えられる。また、湖深部を通る東西断面での付着分布図から、時期的にも独立した再生産の単位で

ある可能性がある。産卵場の特定は現在までの調査ではこのような概要としてとらえられるのみで、調査

定点を拡大してさらに詳細な検討を加える必要がある。

　また採苗器について、記録として記載はしなかったが、袋の表面にホトトギスの付着が著しく、特に表

層～水深１ｍに設置した採苗器に多い。このためにサルボウ稚貝の採苗効率が極端に低下した可能性が高

い。今後はサルボウのみならずこれと競合の関係にあると見られるホトトギスの付着についても併せて検

討する必要があると考えられる。
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